
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　長方形または正方形のウエットティッシュが折り畳まれ、且つ複数枚が積層されて袋状
または容器状の包装体の内部に収納され、前記包装体の上面には、前記ウエットティッシ
ュを取り出す開口部が形成されているウエットティッシュ包装体において、
　前記ウエットティッシュは、第１の折り線（Ｌ１）により折られて 面積がほぼ１／２

折り体とされ、
　 第２の折り線（Ｌ２）で折られて、
前記第１の折り線（Ｌ１）が前記折り体の表面側へ重ねられ 、

第３の折り線（Ｌ３）によって、前記第１の折り線（Ｌ１）と逆側の
縁部（１１ｂ）が前記折り体の裏面側へ重なるように折られ、
　さらに 前記第１の折り線（Ｌ１）と直交する第４の折り線（Ｌ４）により、前記裏面
が谷側となるようにほぼ２つ折りされており、
　前記のように折り畳まれたウエットティッシュは、前記表面が前記包装体の上面に向け
られ、この表面に現れている前記第１の折り線（Ｌ１）が包装体の開口部に露出するよう
に、前記包装体内に収納されていることを特徴とするウエットティッシュ包装体。
【請求項２】
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【請求項３】
　前記 折り体の裏面側に

第３の折り線（Ｌ３） 折り線（Ｌ５
）で折ら 前記縁部（１１ｂ）が第３の折り線（Ｌ３）の下方に重ねられている請求項
１記載のウエットティッシュ包装体。
【請求項４】
　前記 折り体の裏面側に

【請求項５】
　前記折り体の表面側に重ねられた部分が、第１の折り線（Ｌ１）と第２の折り線（Ｌ２
）との中間に位置する 折り線（Ｌ６）で折られて、前記第１の折り線（Ｌ１）が第
２の折り線（Ｌ２）の上方に重ねられ、前記第１の折り線（Ｌ１） 代
わりに、前記 折り線（Ｌ６）が開口部に露出し、または第１の折り線（Ｌ１）と前
記 折り線（Ｌ６）の少なくとも一方が開口部に露出する請求項

記載のウエットティッシュ包装体。
【請求項６】
　 第２の折り線（Ｌ２）と前記第３の折り線（Ｌ３）とで決められる幅寸法 ほぼ１
／２の位置に 前記第１の折り線（Ｌ１）が位置している請求項
記載のウエットティッシュ包装体。
【請求項７】
　 第２の折り線（Ｌ２）と前記第３の折り線（Ｌ３）とで決められる幅寸法 ほぼ１
／２の位置に 前記 折り線（Ｌ６）が位置している請求項 記載のウエットティッ
シュ包装体。
【請求項８】
　展開状態のウェットティッシュの前記第１の折り線と平行な縁辺の長さをｂ、これと直
交する縁辺の長さをａとしたときに、ａとｂの差が３０ｍｍ以上であり、且つａ＞ｂであ
る請求項１ないし のいずれかに記載のウエットティッシュ包装体。
【請求項９】
　展開状態のウェットティッシュの前記第１の折り線と平行な縁辺の長さをｂ、これと直
交する縁辺の長さをａとしたときに、ａとｂの差が３０ｍｍ未満であり、ａ＞ｂ、ａ＜ｂ
、あるいはａ＝ｂである請求項１ないし のいずれかに記載のウエットティッシュ包装体
。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ウエットティッシュが収納された包装体に係り、特に、ウェットティッシュを
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前記ウエットティッシュは、第１の折り線（Ｌ１）により折られるとともに、前記第１
の折り線（Ｌ１）と逆側の縁部（１１ｂ）よりも内側に位置する他の折り線（Ｌ８）で折
られて、面積が１／２未満となる折り体とされ、

この折り体が、前記第１の折り線（Ｌ１）と平行な第２の折り線（Ｌ２）で折られて、
前記第１の折り線（Ｌ１）が前記折り体の表面側へ重ねられるとともに、前記第１の折り
線（Ｌ１）と平行な第３の折り線（Ｌ３）によって、前記他の折り線（Ｌ８）が前記折り
体の裏面側へ重なるように折られ、

さらに、前記第１の折り線（Ｌ１）と直交する第４の折り線（Ｌ４）により、前記裏面
が谷側となるようにほぼ２つ折りされており、

前記のように折り畳まれたウエットティッシュは、前記表面が前記包装体の上面に向け
られ、この表面に現れている前記第１の折り線（Ｌ１）が包装体の開口部に露出するよう
に、前記包装体内に収納されていることを特徴とするウエットティッシュ包装体。

第３の折り線（Ｌ３）で折られて前記 重ねられた部分が、さらに
前記 と前記縁部（１１ｂ）との中間に位置する第５の

れ、

第３の折り線（Ｌ３）で折られて前記 重ねられた部分が、さらに
前記第３の折り線（Ｌ３）と前記他の折れ線（Ｌ８）との中間に位置する第５の折り線（
Ｌ５）で折られ、前記他の折り線（Ｌ８）が第３の折り線（Ｌ３）の下方に重ねられてい
る請求項２記載のウエットティッシュ包装体。

第６の
が開口部に露出する

第６の
第６の １ないし４のいずれ

かに

前記 の
、 １ないし４のいずれかに

前記 の
、 第６の ５

７

７



２つ折りの状態で取り出すことができる、携帯用に適したコンパクトなウェットティッシ
ュ包装体に関する。
【０００２】
【従来の技術】
乳児または幼児に対しておむつを交換する際のお尻拭きなどとして使用されるウエットテ
ィッシュは、不織布に水または薬液を含浸させたものであり、これらは袋状の包装体内に
複数枚重ねられて収納されている。
従来のウエットティッシュは、１枚ずつが折り畳まれて、前記包装体の内部に積層されて
収納されており、包装体の上面に開口する開口部から１枚ずつ取出して使用できるように
なっている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
前記従来の前記ウエットティッシュは、広げて使用すると、１枚構造であるため、お尻拭
きとして使用するときに汚物が浸透するおそれがある。したがって、汚物を拭き取る際に
は、包装体から取出したウエットティッシュを一旦手で広げ、それから２つ折りや４つ折
りに折り畳んで使用することになる。しかし、包装体内から取出したウエットティッシュ
を一度広げ折り畳んでから使用するのではきわめて不便である。
【０００４】
またこの種のウエットティッシュは小型の袋状の包装体内に収納した状態で携帯できるよ
うにすることが好ましいが、小型の包装体内に、１枚のウエットティッシュを折り畳んで
収納するためには、１枚のウエットティッシュの面積を小さくしなくてはならない。この
ような小さいウエットティッシュを２つ折りにして使用すると、小さくなりすぎて、汚物
を拭き取るときに、汚物が手に付着しやすい。
【０００５】
一方、広い面積の１枚のウエットティッシュを、小型の包装体に合うようにコンパクトに
折り畳もうとすると、きわめて複雑な多重折りとしなくてはならない。この場合には、包
装体の開口部から１枚ずつ取出したときに、ウエットティッシュがくしゃくしゃになり、
広げてから折り畳むという取り扱いがしづらくなる。
【０００６】
本発明は、上記従来の課題を解決するものであり、包装体から取出した時点で、２枚折り
状態での使用ができ、従来のような折り畳み操作が不要になり、また１枚の状態では広い
面積を有するものであっても包装体内にコンパクトに収納できるウエットティッシュ包装
体を提供することを目的としている。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、長方形または正方形のウエットティッシュが折り畳まれ、且つ複数枚が積層
されて袋状または容器状の包装体の内部に収納され、前記包装体の上面には、前記ウエッ
トティッシュを取り出す開口部が形成されているウエットティッシュ包装体において、
　前記ウエットティッシュは、第１の折り線（Ｌ１）により折られて 面積がほぼ１／２

折り体とされ、
　 第２の折り線（Ｌ２）で折られて、
前記第１の折り線（Ｌ１）が前記折り体の表面側へ重ねられ 、

第３の折り線（Ｌ３）によって、前記第１の折り線（Ｌ１）と逆側の
縁部（１１ｂ）が前記折り体の裏面側へ重なるように折られ、
　さらに 前記第１の折り線（Ｌ１）と直交する第４の折り線（Ｌ４）により、前記裏面
が谷側となるようにほぼ２つ折りされており、
　前記のように折り畳まれたウエットティッシュは、前記表面が前記包装体の上面に向け
られ、この表面に現れている前記第１の折り線（Ｌ１）が包装体の開口部に露出するよう
に、前記包装体内に収納されていることを特徴とするものである。
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【０００８】
また、前記折り体の裏面側において、第３の折り線（Ｌ３）で折られた部分が、さらに折
り線（Ｌ５）で折られて、前記縁部（１１ｂ）が第３の折り線（Ｌ３）の下方に重ねられ
ているものでもよい。
【０００９】
あるいは、前記折り体の表面側に重ねられた部分が、第１の折り線（Ｌ１）と第２の折り
線（Ｌ２）との中間に位置する折り線（Ｌ６）で折られて、前記第１の折り線（Ｌ１）が
第２の折り線（Ｌ２）の上方に重ねられ、前記第１の折り線（Ｌ１）の代わりに前記折り
線（Ｌ６）が開口部に露出し、または第１の折り線（Ｌ１）と前記折り線（Ｌ６）の少な
くとも一方が開口部に露出するものにできる。
【００１０】
本発明では、ウエットティッシュは予め面積が１／２または１／２未満に折られたものが
、さらに第２の折り線、第３の折り線および第４の折り線によりコンパクトな大きさに折
り畳まれた状態で、包装体内に収納されている。
【００１１】
包装体の開口部には、第１の折り線（Ｌ１）および／または第１の折り線（Ｌ１）と第３
の折り線（Ｌ３）の中間に位置する折り線（Ｌ６）が現れているので、この第１の折り線
（Ｌ１）の部分または前記折り線（Ｌ６）の部分を摘まんで引き出すと、面積が１／２ま
たは１／２未満の状態で、容器から取出すことができる。よってさらに折り畳むことなく
、汚物の拭き取りなどを行うことができる。
【００１２】
また、第１の折り線で折られた状態で使用することを前提として折り畳まれているため、
展開した状態で１枚のウエットティッシュの面積が広いものであっても、小さい包装体内
にコンパクトに収納することができる。
【００１３】
上記において、前記第４の折り線で折られたウエットティッシュでは、前記第２の折り線
（Ｌ２）と前記第３の折り線（Ｌ３）とで決められる幅寸法（Ｄ）のほぼ１／２の位置に
前記第１の折り線（Ｌ１）または第１の折り線（Ｌ１）と第３の折り線（Ｌ３）の中間に
位置する折り線（Ｌ６）が位置していることが好ましい。
このようにすると、包装体の上面のほぼ中央または側方に開口する開口部から折り体の状
態のウエットティッシュを順次取出すことができる。
【００１４】
例えば、前記第１の折り線により折られた折り体は、展開状態のウエットティッシュのほ
ぼ１／２の面積となるように完全に２つ折りされていてもよいし、あるいは、前記第１の
折り線により折られた折り体では、前記第１の折り線と逆側の縁部がさらに折られている
ものあってもよい（図９（Ａ）（Ｂ）の状態）。ただし、第１の折り線で折られた状態の
折り体の面積が、展開状態の１／２以下であることが条件である。
【００１５】
また、展開状態のウェットティッシュの前記第１の折り線と平行な縁辺の長さをｂ、これ
と直交する縁辺の長さをａとしたときに、ａとｂの差が３０ｍｍ以上である場合には、ａ
＞ｂであることが好ましい。
【００１６】
また、展開状態のウェットティッシュの前記第１の折り線と平行な縁辺の長さをｂ、これ
と直交する縁辺の長さをａとしたときに、ａとｂの差が３０ｍｍ未満である場合には、ａ
＞ｂ、ａ＜ｂ、あるいはａ＝ｂのいずれであってもよい。
【００１７】
【発明の実施の形態】
以下本発明を図面を参照しながら説明する。
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前記第１の折り線（Ｌ１）と逆側の縁部（１１ｂ）よりも内側に位置する他の折り線（Ｌ
８）で折られて、面積が１／２未満となる折り体とされるものである。



図１は本発明のウエットティッシュ包装体を示す斜視図、図２と図３は図１に示す包装体
に収納されているウエットティッシュの折り畳み状態を順に示す斜視図、図４は包装体か
らウエットティッシュを引き出す操作を示す斜視図である。
【００１８】
図１に示すウエットティッシュ包装体では、袋状の包装体１の内部に、ウエットティッシ
ュ１１の折り畳み体１０が複数枚重ねられて収納されている。
包装体１は、表面（外側）からポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）フィルム、アルミ
ニウム箔、いわゆるシーラントと呼ばれるヒートシール性の２軸延伸ポリプロピレン（Ｃ
ＰＰ）フィルムなどが順に積層されて、互いに接着された積層フィルムから形成されてい
る。または、ＰＥＴフィルムにアルミニウム、シリカまたはアルミナが蒸着されたものに
、ヒートシール性のフィルムが重ねられているものでもよい。
【００１９】
前記ヒートシール性のフィルムが包装体１の内側になる方向に向けられて、積層フィルム
により内容物となるウエットティッシュ１１が包まれる。そして、積層フィルムは縦方向
にヒートシールにより接合され、且つ横方向にもヒートシールにより接合されて包装体１
が形成される。
【００２０】
前記袋状の包装体１は携帯用であり、その上面２はほぼ平坦面となっており、この上面２
に開口部３が形成されている。この包装体１では、前記上面２の表面において、前記開口
部３を塞ぐ蓋材が粘着されて取付けられている。不使用時には、前記蓋材で開口部３を塞
ぐことにより、包装体１の内部が密封され、ウエットティッシュの乾燥を防止できる。ま
た使用時には、前記蓋材を剥がし、開口部３からウエットティッシュを１枚ずつ取出す。
【００２１】
前記ウエットティッシュは、乳児や幼児のおむつの交換時におけるお尻拭き、または幼児
や乳児以外の人のお尻や局部あるいは手や足の清掃用としての使用に適したものであり、
例えば、目付けが３０～６０ｇ／ｍ 2程度の厚めの不織布であり、パルプとレーヨンおよ
び必要に応じて他の素材とから成る繊維ウエッブが湿式で形成され且つウォータジェット
処理が施されたスパンレース不織布である。乾燥した不織布に水または薬液が含浸された
状態で前記包装体１内に収納されている。また、ウエットティッシュの大きさは、例えば
ｂ＝１４０～１５０ｍｍ、ａ＝１８０～２０５ｍｍ程度のものである。
【００２２】
以下、前記ウエットティッシュの折り畳み体１０の折り畳み構造について説明する。
図２（Ａ）は展開した状態のウエットティッシュ１１を示している。このウエットティッ
シュ１１は第１の折り線Ｌ１により２つ折りされるが、この第１の折り線Ｌ１と平行な縁
辺（長方形のウエットティッシュでは短辺）１１ｂの長さをｂ、前記第１の折り線Ｌ１と
直交する縁辺（長方形のウエットティッシュでは長辺）１１ａの長さをａとする。
【００２３】
前記展開状態のウエットティッシュ１１を前記第１の折り線Ｌ１により２つ折りした折り
体１２を図２（Ｂ）に示す。前記第１の折り線Ｌ１は、縁辺１１ａの長さａの中点に設定
されているため、図２（Ｂ）に示す折り体１２では、縁辺１１ｂと１１ｂとが完全に揃え
られ、また縁辺１１ａも完全に揃えられて、２つ折りされた状態の面積が、図２（Ａ）に
示した展開状態のウエットティッシュ１１の１／２である。また本発明では、縁辺１１ａ
と１１ａおよび縁辺１１ｂと１１ｂとの重なりが若干ずれていてもよい。この場合、図２
（Ｂ）に示す折り体１２は、その面積が図２（Ａ）に示す展開状態のウエットティッシュ
１１のほぼ１／２である。
【００２４】
図２（Ｂ）に示す折り体１２において図の上方を向く面を表面１２ａ、下方を向く面を裏
面１２ｂとする。図２（Ｂ）に示す２つ折りの折り体１２において、前記第１の折り線Ｌ
１から所定の幅（折り体１２の側辺の長さＡの１／４の幅）の部分が、第２の折り線Ｌ２
で折り曲げられ、前記第１の折り線Ｌ１が、折り体１２の表面１２ａに重ねられる。また
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前記第１の折り線Ｌ１と逆側の縁辺１１ｂ，１１ｂから所定の幅（好ましくはＡ／４の幅
）の部分が、第３の折り線Ｌ３によって折り曲げられ、縁辺１１ｂ，１１ｂが折り体１２
の裏面１２ｂに重ねられる。このようにＺ形状に折られたＺ折り体１３の形状を図３（Ａ
）に示す。
【００２５】
図３（Ａ）に示すＺ折り体１３は、その長辺の長さＢのほぼ中点を通る第４の折り線Ｌ４
により折り畳まれる。このとき、前記折り体１２の裏面１２ｂ側が谷折りになるように２
つ折りされる。第４の折り線Ｌ４を境として上側となる上部折り部を符号１０Ａで、下側
の下部折り部を符号１０Ｂで示す。上部折り部１０Ａと下部折り部１０Ｂとがほぼ完全に
揃えられるように折り畳まれて、収納状態の折り畳み体１０が形成される。
この折り畳み体１０では、その１辺の幅寸法Ｃのほぼ中心に第１の折り線Ｌ１が現れてい
る。
【００２６】
図１に示すように、ウエットティッシュ１１の折り畳み体１０は、上部折り部１０Ａの表
面１２ａおよびこれに重ねられている第１の折り線Ｌ１が、包装体１の上面２に向けられ
、前記第１の折り線Ｌ１のうちの縁辺１１ａに近い片寄り部分Ｌ１ａが開口部３のほぼ中
心に現れるように、包装体１の内部に収納されている。
【００２７】
図４に示すように、包装体１の上面２の開口部３に現れている第１の折り線Ｌ１の片寄り
部分Ｌ１ａを摘まんで上方へ引き出す。このとき上部折り部１０Ａが持ち上げられる。そ
のまま持ち上げると、上部折り部１０Ａと下部折り部１０Ｂとが上下に広げられる。さら
に第１の折り線Ｌ１の片寄り部分Ｌ１ａが引き上げられると、Ｚ折りが解れる。よって、
図４の上方に示すように、ウエットティッシュ１１は、図２（Ｂ）に示した２つ折りの折
り体１２に展開させられた状態で取出される。
【００２８】
ウエットティッシュ１１は、図４に示すように、第１の折り線Ｌ１によって予め２つ折り
された状態で使用することができる。よって汚物を拭くときに、汚物が２枚重ねのウエッ
トティッシュで受け止められることになる。なお、図４に示す状態に取出されたウエット
ティッシュを１回だけ折り畳むことで、４つ折り状態として使用できる。
【００２９】
このウエットティッシュ収納体では、図３（Ｂ）の折り畳み体１０の面積が、図３（Ａ）
のＺ折り体１３の面積のほぼ１／２である。図３（Ａ）に示すＺ折り体１３の面積は、図
２（Ｂ）に示す折り体１２の１／２である。図２（Ａ）から（Ｂ）に移行する際に面積が
１／２とされている。以上から、図２（Ａ）に示す展開状態のウエットティッシュ１１の
面積に対し、図３（Ｂ）に示す折り畳み体１０の面積は、１／８である。このように、包
装体１に収納される状態での折り畳み体１０は、図２（Ａ）に示す１枚の展開状態のウエ
ットティッシュ１１の面積の１／８となり非常にコンパクトになる。しかも包装体１から
取出した使用時では、図２（Ａ）の展開状態の１／２の大きさで使用できるため、比較的
広い面積で汚物を拭き取ることが可能である。
【００３０】
図５および図６は本発明の第２の実施の形態でのウエットティッシュの折り畳み体２０を
作成する折り畳み順序を示している。
図５は、図２（Ｂ）に示すものと同じであり、１枚のウエットティッシュ１１が第１の折
り線Ｌ１により２つ折りされて、ウエットティッシュ１１の面積の１／２の面積またはほ
ぼ１／２の面積とされた折り体１２である。
【００３１】
この折り体１２の１辺の長さＡを５等分し、第１の折り線Ｌ１からＡ／５の幅の部分に設
定される第２の折り線Ｌ２により折り曲げられ、第１の折り線Ｌ１が折り体１２の表面１
２ａに重ねられる。また、第１の折り線Ｌ１と逆側の縁辺１１ｂから幅（２／５）Ａの部
分に第３の折り線Ｌ３が設定され、縁辺１１ｂが折り体１２の裏面１２ｂに重ねられる。
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さらに縁辺１１ｂから幅Ａ／５の部分に設定された第５の折り線Ｌ５により折られ、縁辺
１１ｂが第３の折り線Ｌ３と一致またはほぼ一致する形状に折られて、変形Ｚ折り体２１
が形成される。この変形Ｚ折り体２１の長辺の１／２の部分に設定される第４の折り線Ｌ
４により、２つ折りとなるように折り畳まれて、図６（Ｂ）に示す折り畳み体２０が形成
される。
【００３２】
図６（Ｂ）に示す折り畳み体２０では、その面積が、図２（Ａ）に示す展開されたウエッ
トティッシュ１１の面積の１／１０となり、きわめてコンパクトになる。また図６（Ｂ）
に示す折り畳み体２０では、幅寸法Ｄの１／２の部分に第１の折り線Ｌ１が現れている。
【００３３】
図６（Ｂ）に示す折り畳み体２０は、図１に示すのと同じ構造の包装体１内に収納され、
開口部３の中心に第１の折り線Ｌ１が現れる。開口部３に現れている第１の折り線Ｌ１を
引き上げると、第４の折り線Ｌ４での折り状態が広げられ、さらに変形Ｚ折りも広げられ
て、２枚折りされた折り体１２の状態で引き上げられる。
【００３４】
図７および図８は本発明の第３の実施の形態でのウエットティッシュの折り畳み体３０を
作成する折り畳み順序を示している。
図７には、１枚のウエットティッシュ１１が第１の折り線Ｌ１により２つ折りされて、ウ
エットティッシュ１１の面積の１／２の面積またはほぼ１／２の面積とされた折り体１２
が示されている。
【００３５】
図８（Ａ）では第１の折り線Ｌ１からＡ／３の幅の部分に設定される第２の折り線Ｌ２に
より折り曲げられ、さらに第１の折り線Ｌ１と第２の折り線Ｌ２との中間に位置する折り
線（第６の折り線）Ｌ６により上方へ折り曲げられて、第１の折り線Ｌ１が第２の折り線
Ｌ２の上方に重ねられている。よって前記折り線Ｌ６が折り体１２の表面１２ａに位置し
ている。
【００３６】
また、第１の折り線Ｌ１と逆側の縁辺１１ｂから幅（２／６）Ａの部分に設定された第３
の折り線Ｌ３で折られ、さらに縁辺１１ｂから幅Ａ／６の部分に設定された第５の折り線
Ｌ５により折られて、縁辺１１ｂが第３の折り線Ｌ３の下方に一致またはほぼ一致する形
状に折られて、ＷＺ折り体３１が形成される。このＷＺ折り体３１の長辺の１／２の部分
に設定される第４の折り線Ｌ４により、２つ折りとなるように折り畳まれて、図８（Ｂ）
に示す折り畳み体３０が形成される。
【００３７】
図８（Ｂ）に示す折り畳み体３０では、その面積が、図２（Ａ）に示す展開されたウエッ
トティッシュ１１の面積の１／１２となり、きわめてコンパクトになる。また図８（Ｂ）
に示す折り畳み体３０では、幅寸法Ｄの１／２の部分に前記折り線Ｌ６が現れている。
【００３８】
図８（Ｂ）に示す折り畳み体３０が図１に示すのと同じ構造の包装体１内に収納されると
、開口部３の中心に前記折り線Ｌ６が現れる。開口部３に現れている折り線Ｌ６を引き上
げると、第４の折り線Ｌ４での折り状態が広げられ、さらにＷＺ折りも広げられて、２枚
折りされた折り体１２の状態で引き上げられる。
【００３９】
または、包装体１の上面２の側方に開口部３が形成されて、この開口部３に図８（Ｂ）の
状態に折り畳まれた折り畳み体３０の第１の折り線Ｌ１が現れていてもよい。この場合に
は、第１の折り線Ｌ１を引き出すことにより、２つ折りの状態でウエットティッシュを取
出すことができる。あるいは包装体１に開口する開口部３に図８（Ｂ）に示す折り畳み体
３０の第１の折り線Ｌ１と折り線Ｌ６の双方が現われ、いずれかの折り線Ｌ１またはＬ６
のどちらかを選択して引き出すようにしてもよい。
【００４０】
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図９（Ａ）（Ｂ）は、本発明の変形例を示している。
図９（Ａ）では、図２（Ａ）に示すウエットティッシュを第１の折り線Ｌ１で折り畳むと
きに、第１の折り線Ｌ１で２つ折りされるとともに、第１の折り線Ｌ１と逆側の縁部１１
ｂが第７の折り線Ｌ７により、幅寸法Ｗ１の部分で折り曲げられて縁辺１１ｂと１１ｂと
がほぼ一致する状態に折られる。この状態の折り体１２Ａは、面積が展開状態のウエット
ティッシュ１１の面積の１／２またはほぼ１／２である。
【００４１】
　図９（Ｂ）では、ウエットティッシュ１１が第１の折り線Ｌ１で２つ折りされるととも
に、第１の折り線Ｌ１と逆側において、一方の縁部１１ｂが内側に折り込まれ他方の縁部
１１ｂが上に重 ように、第８の折り線Ｌ８により折り畳まれる。よって、この折り体
１２Ｂの面積は、展開状態のウエットティッシュ１１の面積の１／２未満である。
【００４２】
図９（Ａ）に示す折り体１２Ａまたは、図９（Ｂ）に示す折り体１２Ｂが、図３（Ａ）（
Ｂ）の工程、または図６（Ａ）（Ｂ）、あるいは図８（Ａ）（Ｂ）の工程で折られて、折
り畳み体１０または折り畳み体２０あるいは折り畳み体３０と同様な構造に折り畳まれる
。
【００４３】
図９（Ａ）（Ｂ）の工程で折り体１２Ａまたは１２Ｂを形成し、その後第２の折り線Ｌ２
、第３の折り線Ｌ３、第４の折り線Ｌ４、第５の折り線Ｌ５、さらには折り線Ｌ６で折り
畳むことにより、コンパクトに折ることができ、また引き出し状態では、１／２の面積ま
たは１／２未満の面積で重ねられたものとして汚物処理などに使用できる。
なお、前記Ｗ１は２～５ｍｍ、Ｗ２は２～３０ｍｍ程度が好ましい。
【００４４】
また、図２（Ａ）に示すように、展開状態のウェットティッシュ１１の前記第１の折り線
Ｌ１と平行な縁辺の長さをｂ、これと直交する縁辺の長さをａとしたときに、ａとｂの差
の絶対値が３０ｍｍ以上の場合には、ａ＞ｂであることが好ましい。
また、ａとｂの差の絶対値が３０ｍｍ未満であるときには、ａ＞ｂ、ａ＜ｂ、あるいはａ
＝ｂのいずれであってもよい。
【００４５】
上記のような寸法関係にすると、包装体１に収納される折り畳み体１０，２０の状態では
、コンパクトになり、取出口から取出した状態の折り体１２，１２Ａ，１２Ｂでは、使い
やすい大きさとなる。
なお、包装体１は袋状のものに限られず、硬質な容器であってもよい。
【００４６】
【発明の効果】
以上のように、本発明では、ウエットティッシュをコンパクトに折り畳むことができ、包
装体から引き出したときに、展開状態の１／２の面積または１／２未満の面積で重ねられ
たものとして使用できるため、包装体から引き出した後に折り畳む操作が不要であり、汚
物処理の際に、汚物が浸透しにくくなる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明のウエットティッシュ包装体の斜視図、
【図２】（Ａ）（Ｂ）はウエットティッシュの第１の実施の形態での折り畳み順序を示す
斜視図、
【図３】（Ａ）（Ｂ）は、第１の実施の形態での折り畳み順序を示す斜視図、
【図４】包装体からウエットティッシュを取出す操作を示す斜視図、
【図５】本発明の第２の実施の形態での折り畳み順序を示す斜視図、
【図６】（Ａ）（Ｂ）は、本発明の第２の実施の形態での折り畳み順序を示す斜視図、
【図７】本発明の第３の実施の形態での折り畳み順序を示す斜視図、
【図８】（Ａ）（Ｂ）は、本発明の第３の実施の形態での折り畳み順序を示す斜視図、
【図９】（Ａ）（Ｂ）は第１の折り線で折り曲げた折り体の変形例を示す斜視図、
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【符号の説明】
１　包装体
２　上面
３　開口部
１０　第１の実施の形態の折り畳み体
１１　ウエットティッシュ
１１ａ，１１ｂ　縁辺
１２，１２Ａ，１２Ｂ　折り体
１２ａ　折り体の表面
１２ｂ　折り体の裏面
１３　Ｚ折り体
２０　第２の実施の形態の折り畳み体
２１　変形Ｚ折り体
３０　第３の実施の形態の折り畳み体
３１　ＷＺ折り体
Ｌ１　第１の折り線
Ｌ２　第２の折り線
Ｌ３　第３の折り線
Ｌ４　第４の折り線
Ｌ５　第５の折り線
Ｌ６　第６の折り線（第１の折り線と第２の折り線の中間の折り線）
Ｌ７　第７の折り線
Ｌ８　第８の折り線
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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